
コンテイナー表現の解釈
ーその指示性、了解要素、故蒋性を中心に一

福安勝良lj

L はじめに

人の作り出したもの（人工物）の中で、人間に身近で、その歴史も長く、機能も明確なものの

ひとつに容器がある。この容器をとりまく言語表現は豊かで諜々な特徴をもっている。拙論

(2007 ）において、筆者は容器名詞をともなう複合名詞の構成要素に対して、名詞匂内ではあ

るがその複合名詞の外から形容詞による修飾が可能であり、 Di Sciullo and Williams (1987) 

の提唱する単語のアトミシティーの原員IJを破っているものが存在することを指摘し、

語にはより工広範な分析が必要であることを論じた。

本稿では、イul名詞のコンテイナー性について、指示性、了解要素、依存性の観点から

る。人の容器に対する見方、把握の仕方が言語に皮映されているという仮定のもとに考察を進め

ていきたい。まず、 ・ful 名詞の数の一致現象、意味選択の現状を伊j文とともに概観する。一見し

た数の不一致現象、入れ物の状況への参与者としての解釈の可誌な場合の条件、及びその解釈の

生まれる理由について論じる。意味選択的に了解される要素の例外的な用法、さらに、他の入れ

物をともなう構文についても説明が適用できることを示す。（なお、本稿では、容器、入れ物、

コンテイナーという用語を特に区別せずに用いる。）

2. 

Akmajian and Leher (1合78）辻、 afamily of ... , a bottle of …のよう

を決定する際iこ、数の一致 付加疑問文における一致、選択制限を用いている。

(l)a. A fam1lyof skunks was spotted yesterday. 

b. A family of skunks live in my backyard. 

(2)a. A bottle  of wine spilled 禽

b. A bottle of wine broke. 

（ヱ〉では、 している斜体宇部分が、そして、
，、、
刀、、 詞匂の主要部であるという。

こσ〉こと え、 ・ful 名詞

・ful 

・ful 名詞

が（物質名詞などの）単数形の併を見ることにする。

and Lehrer 

している斜体宇部分

してみよう。

ら ~JllJ がつきにくいため、

とき
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2.1. 譲数・長11名詞 ÷of÷

次の伊H土、動詞が護数形の spoonfuls に数の一致を示す文を含んで、いる。

(3) Which of七he cups is sweeter, or is the sweetness in both cups the same? To cup A 

色WO SDOonfuls of SU絞舵were added and to cup B one spoonful of sugar was added. 

第4節でも考察するように、この場合、コップAに加えられる砂轄に関して、スプーンを用いて

加えられる 2賠の動作を読み取ることができる。 2自の動作か、 1自の動作によるのかが砂糖の

そして甘さを決めていると言える。次の場合と比較してみよう。

(4）”Only 色WO makes the medicine ... go down ... " ・・Mary Poppins 

a σb nu s 斗品ではが併でるのこあここで
しているので、

となっている

ということになる。

される。

Three four 七hsof the liquid is absorbed.) 

2.2. 

次の例は potatoes を再起代名詞 themselves が先行詞としている。その点では、 potatoes の

方が主要部であるということになる。

(5) Then Lord Austin made a bucketful to dump themselves 

on top of the head and he lays unconscious on the floor as the .. 

・・ Ultimatebb 

ひとつの塊と見るならば次のよう 1となるのであろう。

(G) And there was a bucke 七五il

I said 

in the corner. ”針。諮your Auntie? 

”Good year for eh？”Art commented, 

red soecimen about the size of a 

・・AuntAnnie ’s Doorbell 

されたものの方を主要とみるのか量を決定するコンテイナーの方を主要とみるのか

は、様々な要因がかかわっており、単なる数の一致だけで決めることもできないと患われる。

この点について・ful 名詞が として機能している場合を考察しておきたい。

3。 とくコ

自し

イ ＞ 

してみよう。
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(7) Only a handful were asked of those 弓uestions concerning electromagnetism. 

一見すると（7）の ahandful とwere は数の不一致を示しているように見える。ただ、この文が次

(8）のような文から、いわゆる前置詩句外震操作（PP Extraposition ）により of以下の部分が文

されて派生されたと考えれば、ある翠度の説明がつくかもしれない。

(8) Onlv a handful 

つまり、こ those ques 七ions しているとみれば、ー

見するすると、前述の らこ

七hose

Selkirk 

ている。

となりそうである。しかし、 うではない。

(9) Only a handful of屯ues 七ions

（擬似部分詞表現）

とは異なるとし

were asked. 

(lo ）古Onlv a handful were asked of ques 七ions concerning 

一以上4例、 Selkirk

ように、 of

ることはできないことがわかる。後でみるよう

1も示唆されるが、

こともできる。

りをもってきた。

る。こ

b. めそ りをもってきた。

いた。

b. i県からあのミカ 1た。

り、

についても、届い

ミカンも存在してい

また、 Selkirk は、

ちの米とともにその出所である米

ミカンに加えて、領i

ある。

とり

1を説明している。

She him a numbe どof出ose

刊は、 日 える

つまり、〈社説と

られた

坊主ら、

only two of which were faded. 
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b. She bought him a number of daffodils, only two of which were faded. 

--Selkirk (1977) 

両方の文は長く｛以ているが、部分訴を含むな3a）で、は、彼女が彼に巽ってあげた水仙は急あせて

いなかった可能性があるのに対して、擬似部分詞を含む（13b ）では、彼女が彼に翼ってあげた水

仙の2本は色あせていたという解釈が得られる。

英語では、 those 、日本語では、「このjや「あのjなどの定表現が部分詞表現には含まれてい

ることがわかる。

Selkirk ( 1977 ）は、部分誌と擬似部分詞の統語構造における違いを次のようなものであると

仮定している。（14a ）が部分詞構造、（14b ）が擬似部分訴に相当する構造である。

(14) a. 
’O 、l
ノ
4 1i 〆 ， ‘ 、

N”’ 

ヂ仁－－－－r”
a N’ 

バトN'"

grbup z正2言n

N”’ 

N’ 

N~N’ 
／／、........＿ I 

a日 Ch 可
men 

そして、 handful を含む次の（15）の擬似部分詞表現の構造は（16）のようなものであるとしてい

る。（of) questions concerning electromagnetism の文京への移動は、（10）で見たように、 Xパ

一理論でいうところの X’からの抜き出しではないので許容されないが、 concerning

electromagnetism の文末への移動は？とからの抜き出しであるので、（17）が示すとおり許容され

る。

(15) a handful of questions concerning electromagnetism 

(16) N'" 
／ 
N" 

w-- つf-N
a handful N~～～～～ 

／ 
弓uestions

(17) a handful of were asked concerning 

これに対して、

許容される。

る of以下が

るということは、多く されてきている

とastudent with （例えば、分かりやすい例では、託adfor せ（1988 ）の a s七udent

hair の対比を参照。）

par 七of …表現はおckedoff （ぬ？？）では、 of以下を part の補助部とし、 part を主

としている点、また、上でみてきたように、（8）の handful は外置操作を許容している点か
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ら、（7), (8）のhandful は部分詞表現の主要部であるということが強く示唆される。したがって、

本節で最初にあげた例文（7）の形は単数である主語 handful が動詞の護数形 were をとっている

ということは、数の一致という観点から考えて何を物語っているのか、という間いが生じる。そ

れは、例えば、名詞 fam 辻yが単数形でも動詞が捜数をとる用法を患い起こさせる。つまり、

数の構成員をとるような集まりを示すということである。＜入れ物＞に入れられる複数のものは

入れ物によってまとめられる。このまとまりを ahandful と括っていると考えることができる。

これは、 handful のhand がもっコンテイナー性の現れであると仮定して考えるならば説明でき

るといえる。

なお、次の例の spoonfuls の例においても handful の例と同様に、 of前置詞匂の主語からの

文末への移動（前置詞句の外寵操作）に関して、部分詞表現と擬似部分詞表現の差が生じること

を記しておきたい。

4. 

(18)a Six equal sized spoonfuls of the natural sugar form Cuba were used. 

b. Six equal sized spoonfuls were  used of the natural sugar form Cuba. 

(19)a. Six e弓ual sized spoonfuls of natural sugar form Cuba were used. 

b. 士Six equal sized spoonfuls were used of natural sugar form Cuba. 

される と

英語の・ful 複合名詞（spoonful, capful 等）を詳細に調べていくと、量を表す機能のほかに、

・ful 接合名認を構成している容器名詞が示す＜入れ物＞の存在を強く含意する伊jに出くわす。

まず、次の例を見てみよう。

(20)a. The mosaic of x・ray photographs, with circular fields of view, reveals only a 

8酪 E五註hand 長ilof sources. Some of the sources are x-ray binaries, a special type 

of binary star system, in which one of the members is a neutron star ... 

・・Cos 血ic Classroom 

b. I just heated the shredded chicken with some chicken stock ，七hen added some 

cheese tortellini. I cooked them through, then added a big old hand 長11of fresh 

leaves. Delish! And 陀 allv. humiliatingly easy. Not even a 

・・Food and Drink 

(20a ）で、は handful は量を表しており、実際の f手jのかかわちを想起することはないであろう

が、（20b ）においては量の解釈に加えてほうれん草を手で、揺んで、入れたことを読み取ることがで

きる。

1て、このような差が生じうること 、て次の伊jを考察してみよう。

(21)a. The woman is peeling a bas 民主主11
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b. There was a bucket 長il in the corner. 

英語のインフォーマントチェックによれば、（2la ）で、記述されるの状況において、寵（basket)

が状況に参与するものとはならないが、（2lb ）により記述される状況においては、バケツ或いは

(bucket ）はより想起されやすいとしづ。

さらに興味深いのは、次のような併により記述される状況における spoon 、bucket の状況参

る。

(22) He scooped two spoonfuls of sugar up and poured it into his coffee. J:'1ckmg up 

another nearby spoon, Elian began stirring the contents. --St1 三fl.ha], Roadl 

(23) Mandine grabbed a heavy buc 民主主ilof water-the servants always made sure she 

had a fresh supply －・and dumped it over her head ...… Mandine 728, Chapt. θr One 

(22 ）においては、砂糖をいれるの

として存在しているかのよう

スプーンが2度用いられ、スプーンがあたかも

く得られる。また、文中の another nearby spoon の

としていることからも、 spoonful をとる前文が spoon を状況another がスプーンの使用

としていることが強く される。

例（23）の最初の文で記述される状況においては、あたかも、「掴む（grab) Jの対象としてバケ

ツ（bucket ）が存在しているかのようである。文法上においても、 aheavy bucketful of water 

が動詞 grab の目的語になっており、文字通りであれば、輩、或いは7.1< を掴むことになり変則的

なことになり興味深い。これは、 bucketful の中の bucke 七が意味的にバケツを指し示している

どのよう

その時点における

される状況に、＜入れ物〉

こりうるのは何故であるのか。

るのかとし1う

もっと彼定してみよう。言し

と

と内容物との関係として、人が

たものは容器に入っている

にある

るとし1

つ る。比ゆ的iこ述べるならば、研究室いるときの人間Aと家庭iこいる人間Aは異な

るとし1う

味iま少

わかる。ジャガイモ

入れ物が手段＠

置いておく状況であると

ると解釈される。ま

るスプー

では、 （伊j

ある花が気に入ったね。j fこの血で食べる刺身の

るかどうかが重要な点となることが

る入れ物は必ずしも必須ではない。その

に用いられない。しかし、ある量のジャガイモを謀存する、或いは

される場合は、手捕はある量のジャガイモを或る形で維持するのに

くって、コーヒーまで運んで、し1く場合は、そ

している。関様に、オくを移動させ、頭からかぶるような状況

バケツ）に大きく依存する。内容物が流動物であるような場

に入れ物が容易 される。
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スプーンの例をとって更に考察をすすめるならば、スプーンのよにのっている砂藷（入れ物に

よって規定される砂糖）は、その状態でスプーンなしでは奔在しないと考えることができる。ス

プーン上のその砂糖を必要としている状況であるので、スプーンも必要とされる状況となる。こ

のことが、記述された状況への参与者の解釈を可能とすると説明することができる。

このような把握の北方が、さらにすすんで、先の grab の例のように一見すると選択制限を破

っているような用法が生じてくると考えるのはさほど不自然なことではない。

日

ちなみに次のような表現も可能である。

He もurned over a basketful of fruit. 

も されるというインブォーマント

ツ（し1っばしすの水を｛ひっくり退した／傾けた｝o

b. 会彼女は小川の水をひっくり返し

能のく

ミ。

内容物は容器により規定される、或るいは、内容物が窓器に依存しているとし1う把壌の生方は、

他の入れ物にかかわる

次のfj1J を考察してみよう。

He carried  the water fro 盟 the well in a 

この例におし

の自

の水との

ていること

されている。（場所表現である

されたい。）ここで、取り上げたし

であるのに、手橋（pail). もどこかへ（伊iえば、

されている。しかも7Jくがそ

らくみ上げられて、例え

このようなこと

とし1う

この文で運ぶ

と

こと

は）橘の中に水が入っ

のであろうか。

とになるからであると

しているので、水を運ぶこと山 '.'.'.'.'T"":.~J 、明 M .,_ 

ることができる。日本語でも、「料理を旦にいれて出した。Jにお

ことができる。いて、

いてもそ

ょう。

in the bowl for sale. 輔冊むa託e立

Iピs an e玄cuse used 七osell 

(29) I have a fish in a jar. I 

in a bowl so i七doesr れsee 路 like tor 七1江1

ac弓uire せafish in a 
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Cattel (1984 ）によると、（27）には2通りの意味がある。ひとつは、金魚だけを売りに出している

解釈、もうひとつは金魚とそれが入っている金魚鉢を一緒に売りに出している解釈である。

Cattell は別々の構造を捷案しているが、意味的な説明は与えていないようである。なぜ、前置

詞句の中にある bowl も売りにだされる解釈が存在するのかがここで関われるべき問題である。

答えは、やはり、入れ物と内容物の関係、で、内容物は入れ物に依存する、或いは内容物は場所空

間に規定されるという原則からでてくると思われる。そのような見方においては、金魚蜂の中の

金魚はその入れ物を離れた場合とその入れ物にいる場合とでは異なることになる。後者の場合の

金魚を売るには、入れ物に依存しているため、入れ物も売られなければならないのである。

6. まとめ

最初に、入れ物をその構成要素としてとる・ful 名詞の数の一致現象、意味選択について具体的

した。その多様性を認識した上で、 ．．． 

は内容物をとり、それを取り纏めるというコンテイナ一性により説明で、きることを示した。また、

・ful 名誤表現の中の入れ物表現から想、起される参与者、そしてその意味的な状況への参与の解釈

がどのような場合に成立するかを明らかにした。また、それが生じるのは何故かという問題も、

入れ物と内容物の本質的関係、依存関係から説明できることを論じた。そして、その説明は、他

の入れ物の関与する構文にみられる了解される関係についても適用可能であることを示した。
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